
２
月
20
日
、
松
江
市
議
会
２
月

定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。
今
議

会
に
は
１
０
６
４
億
円
余
の
２
０

２
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
を

含
む
８
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会

計
を
含
む
５
事
業
会
計
予
算
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
23
年
度
補

正
予
算
28
億
６
千
万
円
が
提
案
さ

れ
今
年
度
一
般
会
計
は
総
計
１
１

３
６
億
６
７
０
０
万
円
と
な
り
ま

す
。
そ
の
他
、
条
例
改
正
34
件
、

指
定
管
理
８
件
な
ど
、
合
計
83
件

の
案
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

24
年
度
当
初
予
算
の
主
な
も
の

と
し
て
◇
子
ど
も
医
療
費
助
成
拡

充
で
中
学
生
の
無
償
化
に
９
億
円

余
、
◇
地
熱
発
電
等
エ
ネ
ル
ギ
ー

構
造
転
換
の
理
解
促
進
に
４
億
円

余
、
◇
脱
炭
素
先
行
地
域
推
進
事

業
８
５
０
０
万
円
、
◇
中
海
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク
整
備
３
億
５
千
万
円
余
、

◇
公
共
施
設
の
脱
炭
素
化
（
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
や
Ｅ
Ｖ
車
導
入
）
２
億
円

余
、
そ
の
ほ
か
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
バ

ス
八
束
地
区
・
秋
鹿
大
野
地
区
に

加
え
宍
道
、
八
雲
忌
部
地
区
へ
運

行
地
域
拡
大
で
１
億
２
４
０
０
万

円
な
ど
。

23
年
度
補
正
予
算
の
主
な
も
の

は
、
▽
学
校
給
食
費
値
上
げ
分
の

半
額
助
成
継
続
、
▽
公
共
交
通
事

業
者
へ
の
物
価
高
騰
対
応
支
援
、

▽
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
（
津

田
小
・
来
待
小
、
三
中
・
湖
東
中
・

湖
北
中
・
玉
湯
学
園
）
、
第
二
中

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
、
▽
揖
屋
小

学
校
に
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

（
交
流
型
学
習
図
書
ス
ペ
ー
ス
）

整
備
、
総
合
運
動
公
園
再
整
備
事

業
な
ど
。

主
な
条
例
改
正
等
の
議
案
は
〇

介
護
保
険
料
改
定
、
〇
大
手
前
駐

車
場
の
料
金
改
定
（
引
き
上
げ
）
、

〇
新
庁
舎
建
設
事
業
費
の
イ
ン
フ

レ
ス
ラ
イ
ド
に
基
づ
く
３
億
７
８

８
４
万
円
の
増
額
な
ど
で
す
。

初
日
に
採
決

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
バ
ス
料
金

初
日
に
２
つ
の
条
例
改
正
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
①
戸
籍

法
の
改
正
に
よ
り
他
市
町
村
に
本

籍
地
が
あ
る
場
合
で
も
窓
口
で
戸

籍
謄
本
が
取
得
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
た
め
手
続
き
の
手
数
料

を
定
め
る
も
の
、
②
市
営
バ
ス
路

線
の
改
定
に
伴
っ
て
運
賃
を
新
設

及
び
改
定
す
る
も
の
で
す
。

共
産
党
市
議
団
た
ち
ば
な
ふ
み

市
議
が
討
論
に
立
ち
、
①
に
つ
い

て
は
「
こ
の
戸
籍
法
の
改
正
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
戸
籍
事
務
に
取
り

入
れ
た
も
の
。
全
国
一
律
の
戸
籍

情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
に
全
て
の
市

町
村
が
ア
ク
セ
ス
し
情
報
の
や
り

と
り
を
す
る
。
情
報
漏
洩
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
の
危
険
が
高
ま
る

も
の
」
と
指
摘
、
②
に
つ
い
て
は

「
前
提
と
な
る
路
線
・
ダ
イ
ヤ
の

見
直
し
で
多
数
の
バ
ス
停
の
廃
止

や
減
便
が
行
わ
れ
た
。
市
民
の
納

得
は
十
分
得
ら
れ
て
い
な
い
。
改

定
運
賃
は
市
民
負
担
増
で
も
あ
る
」

と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
団
の
一
般
質
問

会
期
は
３
月
22
日
ま
で
の
32
日

間
。
一
般
質
問
は
、
２
月
26
日
か

ら
３
日
間
行
わ
れ
、
共
産
党
市
議

団
は
28
日
に
論
戦
に
た
ち
ま
し
た
。

◆
た
ち
ば
な
ふ
み
市
議

１
．
能
登
半
島
地
震
に
学
び
備
え

を２
．
原
発
か
ら
撤
退
を

３
．
子
供
た
ち
に
も
う
一
人
保
育

士
を

４
．
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
松
江
へ

◆
舟
木
け
ん
じ
市
議

１
．
不
登
校
支
援
に
つ
い
て

２
．
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て

３
．
要
支
援
者
の
避
難
に
つ
い
て

詳
細
は
次
号
か
ら
お
伝
え
し
ま
す
。
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子ども医療費中学生無償へ
２月定例市議会(予算議会)始まる

安心安全の松江願い論戦

初
め
て
の
党
大

会
。
会
場
の
伊
豆

学
習
会
館
は
わ
が

党
自
前
の
１
０
０

０
人
規
模
が
集
え
る
空
間
。
全
て

を
吸
収
し
学
び
取
る
！
と
い
う
熱

気
の
中
、
私
は
改
め
て
入
党
を
決

め
た
時
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

私
の
入
党
を
決
意
さ
せ
た
の
は
、

党
綱
領
に
明
記
さ
れ
た
「
未
来
社

会
論
」
。
資
本
主
義
社
会
に
限
界

を
感
じ
な
が
ら
、
そ
の
先
が
見
え

な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
資
本
主

義
社
会
を
乗
り
越
え
た
先
に
あ
る

「
未
来
社
会
」
へ
の
展
望
は
、
ロ

マ
ン
と
希
望
あ
る
生
き
方
そ
の
も

の
で
し
た
。
大
会
決
議
第
四
章
で

も
強
調
さ
れ
た
「
未
来
社
会
の
魅

力
＝
人
間
の
自
由
」
は
、
若
い
世

代
へ
も
強
い
ア
ピ
ー
ル
と
な
り
、

沸
き
立
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
泉
に

繋
が
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
わ
が
党
の
魅
力

で
す
。

多
く
の
発
言
で
さ
ら
に
練
り
上

げ
ら
れ
た
大
会
決
定
。
閉
会
あ
い

さ
つ
で
の
「
大
会
決
議
は
理
に
お

い
て
も
情
に
お
い
て
も
行
く
手
を

照
ら
す
羅
針
盤
」
と
い
う
志
位
議

長
の
言
葉
に
、
私
の
想
い
は
す
っ

き
り
と
総
括
さ
れ
ま
し
た
。
新
委

員
長
と
し
て
選
出
さ
れ
た
５
０
代

の
田
村
智
子
氏
を
先
頭
に
、
若
い

世
代
も
新
た
な
任
務
に
就
く
こ
と

が
発
表
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史

の
上
に
、
新
し
い
歴
史
が
刻
ま
れ

て
い
く
期
待
と
喜
び
を
皆
で
共
有

し
た
党
大
会
。

新
し
く
な
る
こ
と
は
、
「
変
わ

る
」
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、

「
謙
虚
に
学
び
直
し
深
め
る
」
こ

と
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
自

身
も
、
選
ん
だ
こ
の
道
を
迷
う
こ

と
な
く
、
希
望
を
語
り
仲
間
を
増

や
し
な
が
ら
、
学
び
進
み
た
い
と

決
意
し
て
い
ま
す
。

むらほ えりこ
衆院予定候補

新
し
い
気
持
ち
で
一
歩
を

～

第

29

回

党

大

会

に
参

加

し

て

～

社会の歩みに
人生を重ねて⑭

島根原発２号機

再稼働を止める集会

３月３日㈰
14：00～15：30

松江テルサホール

講演 原発震災！『避難計画』は
住民を守らない

講師 大河陽子弁護士

集会後デモ行進
15：50頃から30分程度

主催 島根原発２号機再稼働を
止める集会実行委員会

問合先電話 090-3889-3519（山﨑）

村
穂

江
利
子

本会議で意見を述べる たちばな市議

衆
院
島
根
一
区
予
定
候
補

たちばなふみ
市議会議員

舟木けんじ
市議会議員


